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目的　ｊ､の調理 には礪波 がよく用いられるが‥ 版肉の性状に及は憎 影響 につい ての掴理

学的澗尭は寡聞 である。そ こて≒j､ に傭麺り ロiT 加熱 した揚合のテクス冷々 一及びにお

い・ 変化を知るために本､突験 を行った。

万宏　 泰東･さ)n らフ/    －レ£冷蔵庫内(   ジC  ）て丿 時間解凍レた伎、切身にしてシダ-

レに入れ、これ に、①食塩、②食塩 十Ｌ タノづしぼ-/火溶疲, ⑧食塩 十焼酎（ フルコ ール

刎5^ に調製 八 ④食塩十分麺( ア)i コづレ淮 ㈲i   ）、R 食塩 十ほ分間加熱した漱切漕(

7 )iコール波^ 度 ）, ⑤/食塩+1  分間加熱 した後8 分間了心コ ールを燃やし/i 隻切誦 レア

ルゴール度A-度) のk がの調味波t 力､え、それぞれx 分間浸^ し/辻、　ごれらをま､気のたっ

た蒸器に入れ て10 分間良した伎、敗 り出いO 分間萱い てかb  シ ダーレの簒i して20分間萱

いた。それ ぞれの試料につい て, 雀量の側｡定、浸潰した調練波及が蕉升中への発出たんぽ

く質ぜ、魚肉中のか塩濃度を利 史し/に　また、 テク又手ユ. a )■ -  9 ーによりテ■y ス今ダ-

の測 定. ガスクロマI- グヲムによ りにおい成分の分希 吉に あわてて官能検査り い た。

紬粟　鎖味疲への瀋弧たんぱく質量は浸潰しただけのものでは⑦が最 わﾀﾀ＜、加島炊は

いずれ6 ほヒ乙じ変にな か、た,    子クス､与エロ メータ- に｡1 る測 定では、及！ の値li ②t<

%  i 、c,    ④i<ｲ氏かった。が又クD マト グラムにはの ～R の間 に差がふ･; れた。官能検奎

では①と②, のk 私R  k④I: に肩意差が認 められ/c ;5< 、④k  R の間 には肩覚､ゑは認 めら

れなかった。
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目的　 前栽 までtこ浸漬お よび'加 熱後 の蜂 肉 の水分含 有率。 重責 水分 および乾匍量･こ対

する有機 酸。 グJレユース， ア ミノ酸, 無檄塩 およ びエタノ- ル の効果 ＼ZっいT 報 告V.　 単

一 践丿分および多 戴分糸 にお ける奢 成分 の素動 の大略 を把握 する こ とがT-  きk.。 本報,ﾏｰ 孔

醗酵 食品 のうち， 高糖 含有調味料 の眸 肉刺定値に 及ぼす影 零 およびみ りん にお ＼J る上記s

成 分の鯨 肉測Si-II への貢献 度 にっいT  ・ 検討 締果 左報 告 す■5.

方法　 鯨 肉試料ro 綱製 法， 浸潰(30 幻 および加熱 法，S9]定 去tt.前勿 に 準 じ`た。 用いた調

味 爽|ざ吟りん。#-*?7 みりん,   斬 みりん， 赤 酒(2 衝， みリん モデJ|/( 0.1 % f 機･綾，0.1 % 食塩

゜･楕 カ■r £ ノ蹟,  42  % グルコーん　15%  エタノー>U, pH  5.^)T･･ ３ 柵希釈 して用い た。揮 発極

或分 の影 響)*， 新 式 およV"  IB 式 しょ うち 少うt 馬 い た。

舶 果　 新式I*. ラ 方。う， 旧 式I  よ う ち。う の比較実験 よ り， 輝 発姓 成分か浸 漬後c^ 測

支 値(乾岸れ 除く).   加熱 後の 水分含 有率 に影響 を及I*-丿 九。 各 樟 調味 浚の比較t-  ･ま.  ^  ')ん

の名 刺克復 はそ｡の紙 截 に迩 似 さ-t たみ りんモ デが の測定 値 と最i  迩 似 レた。 そこて;　み1

ん 七 ﾃ ゙)V を用いマふ りん におけ るi 記 ぎ爽分 の嘗献虔 色推 衆し た。 その鮪果， 鮮 肉刺 史値

はHo 熱でIまおも にエタ; ール／とグルコ ースによ， て支眼 され. また エタJ    - Iﾚ･i-煮 汁 の固

形 分 包抑制 する効 果i. 示 し,   - 才 浸凄で はグルコ-   スの支配 がJ王倒 的に大 き（　 つぃでエー

タノ-  ;レが大 き か■p    だ。 無機 塩,    攬機酸(pri) およ びア ミノ酸 の効 果は前建:<?)2. 成分 にく ら

べ-c 薔I く低I}"-,    tz。 前報 お よ び上゙if,0  み;; ん モ7' ル/の結 果を基 に｡しT 筒 味液 向 にふら吽

だ側 久遠 の相壇。を大 部分説 明-C- きた。


